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1. はじめに 

現在、溶接組立鉄筋に 3次元上に折り曲げ加工されたキ

ャップタイを用いる工法が提案、研究されている[1]。本研

究では、この溶接組立鉄筋を、基礎梁のみならず上部構

造の梁へも適用することに焦点をあて、その可能性を検

討することを目的としている。本研究では、前述[1]の溶接

組立鉄筋とキャップタイを用いた工法と、溶接組立鉄筋

の製作利便性を考慮し、全主筋をせん断補強筋に溶接し、

溶接閉鎖型とする工法の適用可能性を検討した。 

本報では前報の試験体について、最大荷重と計算値の

比較および付着応力の検討を行った。 

2. 実験結果 

2.1 最大荷重と計算値の比較 

各試験体の最大荷重の実験値および曲げ強度、せん断

強度計算値の一覧を表－1 に示す。曲げ強度計算値

( 𝑄𝑚𝑢)𝑐 は、「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」に

より算出した。せん断強度は荒川 mean 式( 𝑄𝑠𝑢)𝑐 および

「鉄筋コンクリート造建物の終局強度型耐震設計指針・

同解説」によるせん断強度式 A 法( 𝑄𝑠𝑢,𝐴)𝑐 により算出した。 

荒川 mean 式による計算値と実験値を比較すると、すべ

ての試験体において実験値が計算値より大きい。主筋配

筋が 1段目 2段目とも 3本の試験体では通常配筋の試験体

に比べて、キャップタイの試験体、および溶接閉鎖型の

試験体の方が計算値と実験値の比が大きい。主筋配筋が 1

段目 4本 2段目 2本の試験体ではどの試験体も計算値と実

験値の比は同程度である。 

終局強度型指針 A 法による計算値と実験値を比較する

と、それらの比は 1に近く、溶接の違いやキャップタイの

種類によらずおおむね評価できている。 

2.2 付着応力の推移 

主筋歪測定位置の歪の差から主筋の断面積、表面積お

よび弾性係数を用い、主筋の付着応力を算出した。付着 

図－1 付着応力の計算方法 

 

図－2 主筋付着応力算出区間 

表－1 最大荷重と計算値の比較 

試験体 

主筋 (SD490) 肋筋 

／ 

キャップタイ 

実験値 

正負平均 

eQmax (kN) 

曲げ 

強度 

計算値 

cQmu (kN) 

せん断強度 

計算値 (kN) 
eQmax 

／ 

cQsu 

eQmax 

／ 

cQsu,A 配筋 溶接箇所 cQsu cQsu,A 

33-N 

3,3-D16 

通常 135°フック 175 

299 153 177 

1.14 0.99 

33-C2 4 隅 タイプ II 191 1.25 1.08 

33-C4 4 隅 タイプ IV 196 1.28 1.11 

33-W 外周全箇所 溶接閉鎖型 205 297 163 192 1.26 1.07 

42-N 

4,2-D16 

なし 溶接閉鎖型 200 

306 170 202 

1.18 0.99 

42-C2 4 隅 タイプ II 197 1.16 0.98 

42-C4 4 隅 タイプ IV 188 1.11 0.93 

42-W 外周全箇所 溶接閉鎖型 198 1.16 0.98 
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応力の計算方法を図－1に示す。 

図－2 に示す試験体中央部 2 区間における主筋付着応力

の平均値の推移を、横軸に計測ステップをとり図－3 に示

す。 

主筋配筋が 1段目 2段目とも 3本の試験体ではキャップ

タイ試験体に比べ、試験体 33-W の主筋 1 段目と 2 段目の

付着応力の差が小さい。キャップタイの試験体は 1/100rad.

サイクルの 1回目と 2回目の付着応力の差が小さい。また、

キャップタイタイプ II よりキャップタイタイプ IV の付着

応力のほうが大きい。せん断補強筋を主筋に全周溶接す

ることにより、1 段目と 2 段目の付着応力の差が小さくな

る特徴がみられた。 

2.3 最大荷重時の付着応力 

最大荷重時の主筋付着応力と「鉄筋コンクリート造建

造物の靭性保証型耐震設計指針・同解説」による付着信頼

強度計算値との比較を図－4に示す。 

主筋配筋が 1段目 2段目とも 3本の試験体では、試験体

33-W を除く試験体の上端主筋 1 段目の実験値が計算値を

超えていた。また、主筋 2 段目に比べ、1 段目の計算値と

実験値の比が 1 に近い。試験体 33-W では他の試験体に比

べ、1 段目と 2 段目の付着応力の差が小さい。主筋配筋が

1 段目 4 本 2 段目 2 本の試験体では、主筋 1 段目の計算値

よりも 2 段目のほうが大きいが、溶接のある試験体（42-

C2、42-C4、42-W）の実験値は主筋 1段目のほうが大きい。

溶接のない試験体 42-N では主筋 2 段目の実験値の方が大

きいため、溶接による影響だと考えられる 

以上の検討より、外周主筋をすべて溶接した試験体で

は主筋 1段目と 2段目の付着応力の差は小さくなり、また、

主筋配筋が 1 段目 4 本 2 段目 2 本の試験体では、溶接が

あると主筋 1段目の付着応力が 2段目よりも大きくなり、

主筋群として一体的に挙動している様子がみられる。 

3. まとめ 

(1) 外周主筋と肋筋を溶接した試験体およびキャップタイ

を用いた試験体のせん断強度は、既存の式でおおむね

評価できる。 

(2) 主筋と肋筋間に溶接があると、主筋 1段目と 2段目の

付着応力の差が小さく、また、付着信頼強度の計算値

とは異なって 1段目の付着応力が 2段目よりも大きく

なり、主筋群として一体的に挙動している様子がみら

れた。 
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図－3 付着応力の推移 

    

図－4 最大荷重時の付着応力 
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※試験体42-C4の下端主筋では
最大荷重測定前に歪ゲージの値が
大きく変動したため省いている。
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